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第1 1 1�1 発病とI�疑応境

ウリ類を{叫すj波紋的�IÀjは、 これまでにスウェーデンにおいてキュウリで

l例の発生報告J 8 ) が存丘するのみであり、 メロンがんしゅ病の発性生態

に ついては 別 ιのところほとんど矢11 られていない。

本病はI� .境州L15であるため、 その発'J:.にはそれぞれの仁境足立境がl白般的

な影響を与えるほか、 jムー く_I�境紛主にみられるように、 その先生生態は被

雑に絡まっている。 そこで、 まず、 側々のI�境民l刈(的iK� J長， 出j主， p H， 

水分， _ 1 : 性， m rJ-j， 湛水)と発病との関係について検討し、 本州の|切除対

策をI�，'I�ずるI�での基礎資料を得るために本試験を行った。

第1 flìi j二峻'11の病)J;i的比と発病との関係

まず、 ヒ境仁11の見なった接極的民における発病状刈を比較し、 発病に至

る最小的信j主ならびに仁境II!の的屋による発病の変動について検討した。

材料および万法

接種に供試したがんしゅ病的は催病メロンから分離したB - 9 - 1的保

(Table 9 )で、 第4章第5節と同械に接種源の培養 ・ 調製を行った。

供試メロン(，l1l11間: 健脚)の佳子は、 5 %アンチホルミン液で表lóî殺菌

後{番組した。 メロンのぷ培はすべて25 "-' 3 5 ocのガラス温室内で行い、 j撞水

は栽1.-'1 -1 �峻のぷ1Mが乾いた11与に随時�húiした。

試験一1 : 杭1日土壊として、 オートクレ ーブ処思した九州東海大学段学

部付属政場内の知I [J回場の黒ボク土(pH 6.1)を肘いた。 後極は、 上記の

接樋源(約107cfu/ml)を栽Iff上域に対して0.05"-'4.0 % (V/V)の的11
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となるように1-. 岐出利して行 った。 後Hl I� J必はjI' ( f予15cmのぷ�Jft鉢にl;Iiiめ、

2杭のメロンを帰極した。 帰極10 I !後から5 Uごとに \J{川本を剥べ、 心: tl11 

株については随H、?本長数とこぶ形成状況を謝ベた。 また、 情的40 r!後には

すべての他物についてこぶ形成状況とみ;民数を剥査し、 こぶ形成について

の発病株主本と発病皮(Fig. 1 5  ， Table 50)を算11\した。 試験は1 lL 5鉢

を供試した。

試験- II : ぷ I向 上 境 とし て 1 1 1 版 の 床 I� (尚Il!?I名 山崎焼1-.， pH 6.8) 

を殺的後川い、 試験- 1とr，ïJ被に後樋泌を0.02�4.0% (V/V )となるよ

うに土泌出和して、 発病状況を調?をした。 試験は1 I正4 �本を供l試した。

試験- III : (Jl� J式上場は試験一IIとr�iJじとし、 J長崎V)日を1 0 {g:段階で希釈し

た後、 それらの泌度が約o. 1 ( 1 0 1 ) � 1 0 S c f u / m 1 iili!澗土の的世となるよ

うに出利後極して、 各般極的密度の約染I�壊とした。 汚染I� j�には前試験

と同様にメロンを帰極し、 40 I !後にがんしゅ病の発病状況とメロンの草よ

および本史数を調査した。 試 験は l 区 5 鉢を供試した。

川木

試験一1 : 立Ni株主事の推移をTable 55に、 J器極後40!î fjのがんしゅ病の

発病とこぶ数およびメロンの本美数をTable 56に示した。

県ボクtでは、 後極的昼の接種源が0.2 % (約2 x 104cfu/ml 湿潤土)

以上の浪皮区において、 情極20日後から10�8 0%の割合で立枯を示す他物

がみられはじめ、 それはl肖浪j長後種区ほど激しかった。 さらに 、 帰種25日

後では、 新たに0.1 % (約1 x 1 0 4 C f u / m 1 ib�利上 )後 極区 で50%が、 0.0 5

% (約5 x 10 3 cfu/mli!cl潤 仁 ) 按樋区でも20%の植物で立砧がみられ、 そ

のH守)，'、Lでは1.0% ( 約1 x 105cfu/ml 湿潤 上 ) 以上の後極区では、 すで に

100 % の立枯半に達した。 また、 0.5% (約5 x 104cfu/ml 湿潤土)以下

の菌昼の接種区でも播樋40円後までに70�90%の立もil半となるまでに培加

した。
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Percentage of seedling damping-off of melon in kuroboku soil infested 

with different inoculurn densities of the pathogenic �treQtomyç皇室 sp. 

Table 55. 

Days after sowing Inoculum 

densitya) 

(お) 40 

0 

80.0 

70.0 

90.0 

90.0 

100 

100 

100 

100 

35 

0 

70.0 

60.0 

90.0 

90.0 

100 

100 

100 

100 

30 

0 

20.0 

50.0 

90.0 

80.0 

100 

100 

100 

100 

25 

0 

20.0 

50.0 

90.0 

60.0 

100 

100 

100 

100 

20 

0 

0 

0 

20.0 

10.0 

60.0 

80.0 

80.0 

80.0 

15 
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0.5 

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

a) Liquid inoculurn of approximately 107 cfu/ml was mixed with soil on a V/V basis. 

Occurrence of root turnor and number of foliage leaves of 

melon cultivated in kuroboku soil infested with different 

inoculurn densities of the pathogenic泣旦Qt_Qm也監sp.

at 40 days after sowing 

Table 56. 

Nurnber of 

foliage 

leaves 

Nurnber of 

root turnor、s per 

diseased plant 

Percentage of Disease 

diseased plant severity 

(root turnor) 

Inoculurn 

densityd) 

(見)

3.9 

1.3 

1.1 

1.1 

1.0 

1.0 

1.1 

1.1 

1.2 

0 

19.1 

8.1 

10.9 

15.8 

12.4 

14.0 

13.3 

7.8 

0 

37.5 

27.5 

27.8 

30.6 

28.1 

30.6 

27.5 

25.0 

ハU

ハU

nu

nU

ハU

nu

nu

nu

nU

nu

nu

nU

ハU

nU

ハU

ハu
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0.5 
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2.0 

3.0 

4.0 
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J需組40円後までに村l死した植物を合め、 J長，Nt j�域に帰陣したすべての他

物の似 郎にこぶの形成が認 め られた 。 しかし、 それらの形成こぶは2 rn m以

Fの小川のものが主体で数も少なく、 発病J交も0.05%接種I?(での37.5から

4.0 %援組区の25. 0の範凶l人jにあり、 J友組出Î 11と発病j主にはHl闘はみられ

なかった。

メロンの'1:.育状況はjHt 接種区の3.9 誕の本長数に対して、 後極lぎでは播

種後の与よいH、'f �0J :から立{I[îを起こしたようにおーしく生育が劣り、 全桜極区で

1枚rìíj後の本M数であった。

試験- II : 結果はTable 57とTable 58にそれぞれ示した。

栽培十;境にr!} J阪の床上をmいた結民、 発病後本uはJ.'\�ボク上とは見な った。

播種40 U後まで全俵樋l互において立{，[íを起こす他物はみられなかった。 し

かし、 帰種45 l J後には後種的 11:が 1.0% (約1 x 10scfu/rnl 湿潤上)以上

の媛種医において12.5'"'-'37.5%の剖介で立枯他物が認められはじめ、 その

後、 機種50[1後までに50.0'"'-'62.5%の剖合に増加したが、 後極的屋が 0.5

% (約5 x 1 0 4 C f u / m 1 ihJ潤上)以下の桜極区では立Nïを起こす他物はまっ

たくみられなかった。

jj、 帰極50日後におけるこぶ形成の状泌を調査した紡巣、 接樋[ぎのす

べての株でこぶの形成が認められた。 また、 それらの発病皮は0.05% (約

5 x 103cfu/ml 湿潤土)後樋区で96. 9を示す坂もl完い伯を不し、 それより

低濃度の0.02% (約2 x 1 0 3 C f u / m 1 �&�潤上)桜樋[ぎでは81. 3とやや減少し

た。 一万、 0.1% ( 約 1 x 1 0 4 C f u / m 1 irrJ澗土)以仁の接極区では菌量の増

加にしたがって発病皮は減少する傾向をl認め、 とくに、 接種源を1 %以上

のさ'1合で後種した区では似部のこぶの形成は比較的少なかった。

メロンの地上部の生育状況は無接種区の本柴数が6. 6 �であるのに対し、

接樋区では生育が劣り、 とくに、 0.1 %以仁の接種源畳の桜極区では4栄

以下と�:しく抑制された。 一方、 0.05%以下の後種源足の後樋区では5.4

* を 示 し、 他 の後種区に比べて 生 育 は比較的 良 好 であった。
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Table 57. 

一一

Days after sowing lnoculurn 

densityd) 

(お) 50 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

62.5 

50.0 

50.0 

50.0 

45 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

25.0 

12.5 

12.5 

37.5 

40 
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a) See Table 55. 

Occurrence of the root tumor and n umber of foliage leaves of 
the melon cultivated in bed soil (on the market) infested with 
different inoculum densities of the pathogenic 泣四位盟包皇室 sp. 
at 50 days after sowing 

Table 58. 

Number of 
foliage 
leaves 

Number of 
root tumors per 
diseased plant 

Disease 

severity 

Percentage of 
diseased plant 

(root tumor) 

lnoculum 
densityd) 

(見)

6.6 

5.4 

5.4 

3.8 

3.3 

2.4 

3.0 

2.8 

2.3 

2.0 

0 

101. 9 

128.3 

74.5 

107.0 

109. 1 

57.8 

51.4 

75.3 

45.8 

0 

81.3 

96.9 

68.8 

87.5 

90.6 

62.5 

59.4 

68.8 

59.4 
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試験- III :よ支出土峻'11の後陥的ほと発病f�E }交およびメロンの地1-_ {íiS '.I:_ r1 

の状剖をTa b l e 59に、 こぶのH� }ぷとj肥大状訓をFig. 24 に 、 それぞれ小し

た。

栽培1:域'1'の接極的biが1 m 1の出 潤1 �、liりがJ1 (1 011) cfu以ドの後陣[;{

においては、 がんしゅ州の発病がま ったく認、められなかった。 一方、 裁情

土.t_g '1'の後他的hlがが� 1 0 1 C f u / m 1 i�Q潤tl足からは8 0 . 0%の発病株本と2 0 . 0

の発病j主を認、め、 その後援組的i量が増すにつれて発病j交は徐々に増加し、

約 1 0 3 ，.....， 1 0 4 C f u / m 1 ���判k区では62.5，.....，65.0の尚い他とな った。 しかし、

約1 0 S c f u / rn 1 ?!Ilf利上l丘では発病皮は47. 5を ノJ\し、 発病は減少した。

形成 こ ぶ数 は発病 j支 と / ciJ 伎 の 傾向 を ぶ したが、 2 m m 以 仁 の 大型 のこ ぶの

占めるさIJ í今は、 後極的ほの増加lにともない約1 0:'cfu/rnl湿潤i:の接種区ま

で次第に向くなっていった。 すなわち、 後極的.hlの増JJfrにしたがい大型の

こぶが認められやすくなり、 約10らc f u / rn 1 ��� 潤I�後初区では10rnrn以上のこ

ぶが形成こぶのがJ 5 %を市めていた。

Table 59. Relationships between incidence of occurrence of root tumor 

of melon and inoculum density of the pathogenic StreptornY皇室 sp. 

lnoculum Percentage Growth of melon 

density of Disease 

(x1. 69 cfu/rnl diseased severity Plant Number of 

of plants length foliage 

rnoist soil) (crn) leaves 
一一一一

。 。 。 42.0 10.9 

10 1 。 。 39.3 10.3 

10日 。 。 41.7 10.7 

101 80.0 20.0 41 . 6 10.3 

102 100 50.0 36.6 9.9 

103 100 62.5 31.8 9.0 

104 100 65.0 27.7 7.8 

105 100 47.5 13.4 5.3 
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Fig. 24. Sizes of root tumor、s formed on diseased 
mel on in soil s  infest ed with different 
inoculum densit ies of the pathogenic 

泣.r�也監笠� sp. 
Size of root tumor， 口:<2， 図:2-5，
図:5-10， 臼:10<(mm).

メロンの地上部の生育状況は、 約10 1 C f u / m 1 ilcl潤t後種区までは無後種

l豆とほぼ|司程度であった。 しかし、 発病株主転が1 00 %となった約1 02cfu/

ml 湿潤1:以l二の岐樋区では、 後極歯1rfの地加にしたがいメロンの生育は抑

制された。 とくに、 約10Scfu/ml 温潤土接極区では、 足も激しく発病した

約10<1cfu/ml湿潤t区で2 7.7cmの草丈と7.8 �定の本巣数であったのに対し、

それぞれ13.4 cmと5.3 栄を示すように、 発病度は減少していたにもかかわ

らず生育の著しい抑制が認、められた。
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加2釘j 発病におよぼす1: J.袋制度の;忌特

メロンのぷ1ft JVJ I/Ijにおける上場制度のJf isdと発病状況との関係に ついて

ぷ!験した。

材料およびJj法

栽IJ7;仁.t_gには，jíj î!fíで供試したjlï !坂のはI�を川いた。 がんしゅ病的はB -

9 - 1幽株を供試し、 J長極汚染I� .t_gの作製}J法は第8 I��第2 ùl'íと同級であ

る。

後Hì 汚染仁峻は36x 62x 15cmのプランターに討め、 10粒のメロン ( éJ?J極

:健脚)を帰樋した。 子」長が完全にfL� lJ+jした幡極9円後からプランタ一内

のj氏仰に敷いたヒ ーターと泌さ7 cmに泊!設したサーモスタ ットにより、 メ

ロンの乍育温度1 ø 1 )を4号店して、 土tm出度を1 5， 2 0 ， 2 5 ， 3 0， 3 5 ocの5段

階にI没定した。 t境温度設定JUJ問中のガラス出宅内の気温は、 約150Cを保

つように管理した。 発病状況は嬬極82 11後に前節とfñJ伎に調査した。

結 果

がんしゅ病の発病株ギと発病j支をFig. 25 に、 こぶの形成と肥大状況を

Fig. 26 に示した。

発病株主存は150C [迂で 90 %をぷした以外は、 20'"'-' 35 ocの全 試験区 のすべて

の株で発病がみられた。 また、 発病皮においても1 50C区で22.5と巌も低く、

250C [迂まではt泌温度の上封にともない尚くなったが、 250C区と300C区で

は52.5のIlïJじ発病皮であった。 さらに、 350C 区になると発病度は70.0まで

増加し、 hえも激しく発病した。

一庁、 形成こぶの肥大状況では、 150C 1ぎで2mm以下の小型のこぶが約70
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%を(Ljめているのに対し、 200C b{からは大JP!のこぶの形成も比較的多く認

められはじめ、 全体の約70 %が2 mm以上のものであ った。 さらに、 こぶの

人;きさはt域ilnt }立が尚くなるとともに全体的に大川化し、 2 mm以ドのこぶ

数には大ぶないが、 それ以上の大きさのこぶでは地加傾向がみられた。 と

くに、 350C !)(では形成こぶの約8 %が答しく肥大が進んだ1 Om m以上の大型

のこぶであ った。
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第3 11↑i 発病におよぽす1:境p Hのむき符

メロンj事前1:域のp Hと発病状況との関係に ついてぷ験した。

材料およびJI法

供試1-- 土産はオートクレ ーブ処珂したdi版のはLを)IJい、 常法111) にした

がい炭酸カルシウムと180倍の硫酸溶液により、 p Hをwにする各組仁.tJ1

を調製した。 調ili!l土境はガラス7hJ室内に約1かJJ rm静位した後、 それらの

土岐p Hを測定し、 その他をよ支出土岐のp Hとした。 すなわち、 4.6， 5.2， 

5.5， 6.0， 6.5， 7.0， 7.5 の7 t!fIの仁J.ß p H [足を設けた。

p H制整_1:土産には11íj 11↑iとIríJ岐にがんしゅ病l{tjを上境川和で後極し、 これ

を直径15cmの素焼鉢に治め、 1鉢当り2粒のメロン(品種: 健脚)を帰種

後、 25 � 35 ocのガラス瓶室で栽出した。 発病剥査は、 {接種5 0 LI後に前節と

同僚に行った。 試験はl区5鉢を供試した。

川水

発病株半と発病j交をFig. 27 に、 こぶの形成と肥大状況をFig. 28 ，こぶ

した。

がんしゅ病の発病は上域 p Hが 5.5 以下では認められなかった。 一万、

p H 6.0では発病株主*� 40 % ， 発病度1 0 . 0でl怪い発病がみられ、 形成こぶ数

も少なく、 形成こぶの多くは2 mm以下の小型のものであった。 j:峻p Hが

6 . 5 と7.0区においては全株が発病し、 I両区ともに発病度も27.5と巌も高

かった。 とくに、 p H 6.5区では形成こぶ数が 7.0区より多く激しい発病

がみられ、 形成こぶの約半数が 2 mm以上でこぶの肥大も著しかった。 これ

に対して、 土土産p Hが7.5 になると発病株半は80%、 発病度は2 0.0に低下

し、 形成こぶ数もp H 6.0区と同程度まで減少した。
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第4 flìj 発病におよぼす上境水分の彫響

見な った土域ノk分のよ党府士岐における発病状況を試験した。

材料および万法

が ん しゅ病伝iのJ友極汚染土 岐は、 すべて第2 tlîjとIlíJ僚に作製した。 汚染

仁壌を59x 38x 20cmのプランターに詰め、 それに表「自殺菌した1 0粒のメロ
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ン(川紹: 健闘))を帰柿し、 25'"'-' 35 ocのガラス副主内でよ支出した。 情同8

日後の子栄が完全に以IJ�Jした!I与から、 泌さ1 0 c mにl没Wj�したテンシ ョンメー

ターが所定の溢水1:1日始点p F他に達した11与に、 降/Jく単1 0mm Hl、ljの潜水を行

った。 瀧ノ'1< IÆ始)，\�はp F伯1. 8， 2.4， 2.7 の3段階とした。 帰樋5 0 r] 後に

前節とI�ÎJ後に発病状泌を調べた。

なお、 供試ぷI白上墳の水分特性はp F 0 = 89 %、 p F 1.6二73%、 p F 

2.2= 69%、 p F 2.4= 64%、 p F 2.7 = 42 % (合ノk比)であった。

果
土
1
0討中

試験結果はT a b l e 6 0に示した。 また、 仁域水分調鐙期間'-!1の各試験区の

平均p F 11直は、 #�水開!Jfì点のp F値 1. 8区が1.61::t0 .12、 p F値 2.4区が

1. 91::t0.25 、 p Fイ|自 2.7区が2. 14 ::t0 .29であった。

発病はいずれの試験区においてもすべての株で認められた。 とくに、 港

水開始点がp F 2.4 区では発病度が52. 5を示す占えも激しい発病を認め、 どK

いで多港水区であるp F 1. 8区で激しかった。 一方、 こぶの形成状況は発

病度が巌も高かったp F 2.4区において平均36.2個のこぶを認めたが、 そ

の約70%は2 mm以下の小型のものであった。 また、 過乾燥区のp F 2.7区

Table 60. Relationship between occurrence of root tumor of melon and 

different pF values of irrigation point in soil infested 

with the pathogenic Streptomyces sp. 

pF value of Percentage Disease No. of root tumor、s / diseased plant 

irrigation of diseased severity 

point plants <2 2-5 5-10 11<(uun) 

1.8 100 45. 0  14.1 13.8 1.2 。

2.4 100 52.5 25.8 9.9 0.5 。

2.7 100 4 0. 0  15.2 4.1 0.5 0.2 
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でも平均形成こぶ数は1 9 . 8伽!と少ないか、 それらはいJ tlに小川!のこぷが主

体であ った。 しかし、 多地ノ'}<. 1ベ の p F 1.81メー ではjf� JJ比された29 . 1 (l付のこぶ

のうち約下数以上が2mm以l�のもので、 とくに、 5 m m以Lの比較的大mの

こぶもが� 4 %を占めていた。

第5 t.�i L牲のtU述と発病との関係

第1 tl↑jの結決から不|唆されるように、 本州の発病状況はよ支l(í: 仁.t�によっ

ても大きく災なることが考えられる。 そこで、 本目jでは児な ったL性の上

場における発病状引に ついて試験した。

材料および万法

試験- 1 : 供試的株， 後極源の調製万法ならびに供試メロンの品種， 裁

I吉管埋は第3 î1fiと1，司ーである。

供試上境は、 シルト質油域I� (熊本市近見fI町、 旧熊本県民業試験場水田

土岐) ， 地[ .t� J� (熊本県鹿本#IS山本rnJ、 ノrJ< n 1上I袋、 ならびに、 熊本県阿保

UlS長I�/J村?IIT 1場、 九州*出火学以乍丹15 (、J- J瓜 出 場内 Jfll 1出!場のよ�Aボク上) ， 域仁

(熊本リ14球}� 1m錦町、 111 t， 通称: “イモゴ" ) ， 砂泌 上 ( 熊 本 !JA 玉 名 市

大浜IHr、 ノk旧 ーI�境) ， および、 .tJ�質砂I� (熊本県l5:名dï大浜町、 水旧I�境)

の5植の土↑'1-:にJt1Sする合計6地点から探集したr. 1袋、 ならびに、 埴域仁に

分類される前述のr!ï版の床上( 尚品名 : 宮 崎腕t， 標準的な油取 士 より 土

域粒子が粧lい)を直径1 5 cmの点焼鉢に詰めて、 1 21 oC， 1 I時間オートクレ

ーブで�幽f麦fJt ，i式した。

がんしゅ病的の調整後樋淑(約1 0 '( c f u / m 1 )を供試l�境に対して0.05 % 

( V / V)の制合で上境混和し後極汚染仁壌とした。 汚染土岐には1鉢当り

2粒のメロンを楠極し、 25'"'-' 35 oCのガラス温室内で栽消した。 播種50["1 後
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にこぶ形成のイr 1H�と形成こぶ数およびメロンの本来数とf/i ;tを調介し、 (jíj

t!îiと11í) tぷに発州4米中と発州肢をt?: IHした。

各仁上自に ついて後問1>( 5鉢を供試し、 さらに、 対H日( f!l� 後樋) 1>(をI没け

メロンの生育状況を比11攻した。

試験- II : 供試t境は試験- 1と|パ!じである。 供試[� 1袋のp HとM大谷

Jk昼を常法111 '::>ω}により測定後、 ;践的上J�による1: J� p Hの影響を除くた

めに、 それぞれの仁境p Hを 6 .8 に相11 l[して試験に川いた。 :t境p Hの補

正は、 炭酸カルシウム ・ 通気法111) による小平11イi 以i止を算[f!，して行った。

p H制Ì 11-:したにj必は;ft:} 1 0 I I Ull 1怜位後;、 1;式!験- 1と11;) t.ぷにがんしゆがjのグE病

状況の比較試験に供試した。

結 果

試験一1 :高/1*はTable 61に示した。

J高値50円後でもいずれの仁性の岐樋[正においても立t1f:;を起こすメロンは

みられなかったが、 域I� (イモゴ)ではすべてのf[母体が萎淵していた。

がんしゅ病の発病状泌では、 シルト質拍JjÆ J二， l{á J� 仁の思ボク上と市販

のは仁で100 %の発病株半がみられ、 とくに、 市版の床土では発病j立82.5

を示すMも激しい発病を説、め、 どにいでシルトfí ltti J� Lであった。 一店、 地

上長仁， J，iÆ仁， 砂I袋J:， Ji質砂tではすべての株での発病はみられず、 中で

も砂域仁と境fî砂上では発病j交がそれぞれ2.5と7 . 5をIT\すように極めて軽

微であった。

メロンの生育状況は供試仁.tiによって著しく異なったが、 峨上では対照

( 3!(�桜組)区においても他の仁境に比べてとくに必く、 後極l瓦ではさらに

劣った。 また、 シルト質地上底上でのメロンの生育は草丈が75. 4 cmと最も良

好であったが、 桜樋|ぎでは45.1cmをぷすように著しく低下した。 同保に埴

壌土の県ボク仁， 砂I袋-1:: ， 土産質砂j: ， 地上表 土 の10版の床土においても、 十友

極区では対照(無接極) I乏に比べ約6 0"'-'90%の草丈であった。 しかし、 埴
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Table 61. 

lnoculated soil 

Growtha' of plant in 

Uninoculated soil 

PL(cm) 

41.5 ( 55.0) 8.5 ( 63.0) 75.4 (100) 13.5 (100) 77.5 100 

39.8 (100.5) 8.6 ( 93.5) 39.6 (100) 9.2 (100) 22.5 90.0 

14.0 ( 62.8) 6.0 ( 87.0) 22.3 (100) 6.9 (100) 32.5 100 

5.2 ( 70.3) 4.1 ( 85.4) 7.4 (100) 4.8 (100) 12.5 50.0 

Silty clay loam 

Clay loam 

(Paddy field soil) 

Clay loam 

(Kuroboku soil) 

Loam 

(" lmogo" ) 

Sandy loam 

l-
∞
∞
l
 

36.2 ( 88.3) 8.3 ( 85.6) 41. 0 (100) 9.7 (100) 2.5 10.0 

8.8 (100) 28.3 ( 87.3) 

Clay loam 100 

(Bed soi 1 on the market b I ) 

Disease 

severity 

Percentage 

of 

diseased 

plants 

Soil 

texture 

(remarks) 

of FL No. PL(cm) No. of FL 

48.6 ( 90.7) 

7 . 4 ( 84. 1 ) 

9.6 ( 98.0) 

a) FL:foliage leaf， PL:plant length. Number in parenthesis is percentage to 

control (in uninoculated soil). 

b) Particle of the soil is coarser than standard one by artificial treatment. 

32.4 (100) 

53.6 (100) 9.8 (100) 

7.5 

82.5 

30.0 Loamy sand 



Jj t でも ノk 111 I�峻では市丈の抑制はみられなか った。

試験-II: 供ぷ仁峻のp HとilJ大作ノk [j[の測定詰llj泌をTab l e 6 2に 、 L J� 

p H布11 11:後のI試験�:/I栄をT able 63に、 それぞれ /J\した。

Table 62. Soil pH and maximum water holding 

capacity of tested soils with 

different soil texture 

Soil texture 

(remarks) 

Si lty clay loam 

Clay loam 

(Paddy field soil) 

Clay loam 

(Kuroboku soil) 

Loam 

(" lmogo" ) 

Sandy loam 

Loamy sand 

Clay loam 

一一
一

(Bed soi 1 on the marketd) ) 

pH Maximwn water 

holding capacity 

6.2 72.2 

5.8 57.7 

6. 1 100.0 

5.7 124.7 

5.2 44.0 

4. 7 35.0 

6.8 88.7 

a) Particle of the soil is coarser than standard one 

by artificial treatment. 

がんしゅ病の発州は全接種区の全株で認、められ、 とくに 、 組壌土の水旧

!こ壌で発病皮67.5の最も激しい発病を示し、 次いでシルト質岨境上、 砂上表

上および上自民砂仁の)1似であった。 -}i、 .JUl域tの}.\\ボク仁と場上ではそれ

ぞれ発的j立が2 7.5と3 2 . 5を ノJミし、 他のJ:性の上壊に比べ比較的応やかな発

病であった。

メロンの也市は対照(無後極)区， 接Hi [豆ともに 、 上長t (イモゴ)と泊

土産土のよlAボク仁において他の七段に'1攻べて著しく劣ったが、 後極区におい

ても萎öf.jする個体はみられなかった。
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Occurrence of root tumor of melon by artificial inoculation with the pathogenic 

streptomyce� sp. and growth of melon plants cultured on different soils adjusted 

to pH 6.8 at 50 days after sowing 

Table 63. 

of plant in 

Inoculated soil 

PL(cm) 

36.8 ( 96.8) 10.7 ( 92.2) 38.0 (100) 11.6 (100) 60.0 100 

27.8 ( 88.3) 10.0 (100 31. 5 (100) 10.0 (100) 67.5 100 

12.1 ( 90.3) 6.8 ( 94.4) 13.4 (100) 7.2 (100) 27.5 100 

3.3 (106.5) 3.7 ( 92.5) 3. 1 (100) 4.0 (100) 32.5 100 

S il ty clay loam 

Clay loam 

(Paddy field soil) 

Clay loam 

(Kuroboku soil) 

Loam 

(" 1 mogo" ) 

Sandy loam 

ー
]

斗
()
l

31.9 ( 83.6) 10.8 ( 90.8) 37.7 (100) 11.9 (100) 47.5 100 

10.7 (100) 28.6 ( 83.9) 

Clay loam 100 

(Bed soi 1 on the markeP) ) 

a)，b) See Table 61. 

Growtha 

Uninoculated soil 

of FL No. PL (cm) No. of FL 

38.9 ( 97.0) 

9.8 ( 91.6) 

11. 0 ( 89.4) 

Disease 

severìty 

Percentage 

of 

diseased 

plants 

Soil 

texture 

(remarks) 

34. 1 (100) 

40. 1 (100) 12.3 (100) 

47.5 

40.0 

100 Loamy sand 



第6節 発 病 に およ ぽ す t 峻 iilj 61の;影響

裁1('i t峻のWj LUによる上Jj微生物本11の1]í純化とÆ �lj'J状況に ついてl試験し

。た

材料および刀法

がんしゅ病的の供試|送i株と按f'�似の訓製法， メロンの供試M fmと北1&1管

坦!， 発病調査法は第3 flìîとIlïj伎である。

九州米海大学災学部付脳出場内の到11 ItJìJ場よりl-. 岐をJ采1&し、 そのまま使

用する無殺的仁境区とオートクレ ーブ処即した殺I�i I� 1猛反を設けた。 両試

験区の上壌は、 第1 il↑jの結以より1 m 1の生仁当り103"， 10ll cfuとなるよう

にがんしゅ病的を出荷l後極してプランタ- (36x 62x 13cm)に詰め、 それ

に10粒のメロ ンを構沌した。 帰陣50 [ 1後に発病状況を制査した。

試験には3 1也JJiから係以した上域( I '" II1 )を川い 、 探取した供試l� JJl 

の微生物数を常法b 2 ) により測定した。

来
上
日φ串山町

UC試した仁J�の微生物数はTable 64に、 それらの1 �境の殺幽の有JHtとが

んしゅ州の発病状況をTable 65にぶした。

無殺出iJ二段の微生物数は、 供試土岐IとIIでは大差なかった。 しかし、

供試1-:.境IIIでは検11\した微生物数は -l-:.域I， IIより-flí:しく少なく、 糸状的

が約48 % 、 来IH ldiîががJ 25 %、 政総l足iが約8 %の以i抵であった。

これらの土岐を殺的後がんしゅ病菌の汚染t壊としメロンを栽出した場

合には、 3 jTlJの試験とも全株で発病がみられ、 とくに、 土境IとIIにおい

て発病皮が5 7.5と80.0を示す激しい発病が認められたが、 それらの無殺菌

土壌ではま ったく発病しなかった。 ーJï、 仁J� IIIにおいては殺的士境で発
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病度2 5 . 0の軽い発病をノJ\したのに対し、 m�殺的1:場でも発病株ギ8 0% ， 発

病j史2 0 . 0の発州がIigめられた。

Table 64. Numbers of microorganisms present in soils used 

in the experiment 
一一 一一一 一一一

Number of microorganism (cfu/g of dry soil) 

Soil 

Fungi Bacteria Actinomycetes 

4.16 X 104 2.07 X 106 9.47 x 100 

II 5.43 x 104 2.68 x 10b 1.38 X 10'( 

nu
 
，，.EA

 
2.30 X 104 5.92 x 10� 9.14 x 1O� 

Table 65. The occurrence of root tumor on melon in natural and 

sterilized soils infested with the pathogenic 

Soil Percentage Disease No. of root tumors 

Soil sterili- of diseased severity per 

zationa) plants diseased plant 

十 100 57.5 4 1.0 

。 。 。

II + 100 

0 

80.0 

0 

92.2 

0 

nu
 
v'Ea-- 十 100 

80.0 

25.0 

20.0 

4.7 
2.3 

a) + :sterilized with autoclave， 一:unsterilized.
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第7 f!rî 発州におよぽす泌水処息!の;影響

がんしゅ州l消による初染t境を�J�ノk処Jlllした場介の発病状訓を試験し、

その路管を検討した。

材料およびβ法

発病検定試験においてメロンのMl fillは健闘!を供試した。

1 . 別地発生凶|場からの探% t岐における発病試験

メロンの促j戊よ支出において、 がんしゅ病の発生を舵Ijぶした熊本以球胎HI5

内の現地刷JJJのうち、 メロンの収穫後に水稲をよ文明している免旧Ulf ;，IA [1I ， 

湯前lf1r浅鹿山および淡町 Ulr一丁は!の3地点の水川より、 10 ) j 111旬の員約期

のノk稲の株f1U I�泌をl凶|場当り5点探柴し、 似合して発病検定のための仁

境とした。

J采�上峰はガラス温室内で風乾後、 殺出jした1/2，000a ワグネルポット

に詰め、 それに長|師殺射した5粒のメロンを崎極した。 ぷ低出皮がが] 25 oc 

のガラス温室内で裁培し、 情極50日後に前節と同係に発病状況を調査した。

また、 発病した他物からはネコブセンチユウの検出4 1 ) を試みた。

2 . 汚染上墳における滋水処理!と発病試験

供試i二岐には、 九州東海大学炭学部付属炭場内の1111凶場の児ポクl�をffj

い、 オートクレ ーブ処理した殺菌土岐区と無殺菌t土産区を設けた。 なお、

供試 -I� J�は予めメロンを裁附して、 桜こぶ線山病とがんしゅ病が発生しな

いことを舵認した。

各 � I �岐にはI�íj節と同般に調製したがんしゅ病的の桜給源(約106cfu/ml)

を土境混不11後樋(0.05%以， V / V)し、 1/2，000a ワグネルポットに約め、

ガラス出室内で7円間的寵して汚染土境とした。 汚染仁 墳はそれぞれ溢水

処理区と無溢水(畑状態)区に分け、 泌水処理は水深3 � 5 cmになるよう

に水道水を湛ノkし、 その後連続して溢水状態を維持した。 一方、 無湛ノrj([孟
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はそのままの状態で的凶した。 ポットは、 、li大'下山乍{'，ISの以外において5

)-JドイJ]よりI'i然Jh�尻条件ドで処思した。

名処 JlU 1足のI�場は、 0， 1 0， 3 0， 6 0， 9 0， 1 2 0， 1 5 0 1 1 H1!処.l:1H後に["(11以し、

がんしゅ病の発病試験に供試した。 すなわち、 これらの上境をガラス出宅

内で風乾し自作15cmのぷ焼鉢に詰め、 これに 1 �本2粒のメロンを{番組し、

1とI，i!係にガラス出室内でよ主計した。 情相5 0↑!後に発病状況を調任した。

l区1 1111の発病試験に5鉢を供試した。

結 果

1 . 現地発生lï出場からの民集上場における発病

発病試験の結*はT a b l e 6 6に ノjミした。

3地点の匝|場のいずれからの民集t. J袋でも、 がんしゅ病の発病が認めら

れた。 Ij-Jでも湯川町淡鹿野の水旧から民集したt境では発病株半1 0 0 %， 

発病皮4 0 . 0をぷす比較的激しい発病程度であった。 また、 免旧UIJ黒tJJから

の採集t峻では 8 0 . 0%の発病株半ではあったが、 発病j交では 3 0.0をぷすよ

うに、 とくに、 激しく発病した株も認、められた。 なお、 発病他物の形成こ

ぶ組織からネコブセンチュウは検出されなかった。

Table 66. Reappearance of diseased plants in the soils collected from 

submerged paddy fields in Kuma district， Kumamoto prefecture 

where the occurrence of root tumor of melon was observed 

Source of tested soil Percentage Disease No. of root 

of diseased severity tumors per 

Locality Date of collectiona) plants diseased plant 

Asakano， Yunomae Oct. 14， 100 40.0 17.4 

Kuroda， Menda Oct. 14， 80.0 30.0 18.3 

Icyoda， Fukada Oct. 14， 100 25.0 4.0 

a) Date of soil collection was at yellow-ripe stage of rice cropping. 
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2 . 汚染上域の湛水処.flH WJ 11\1とグ� ��'J 

殺|治t .tl�を後柿汚染1:上自とした場合のもl�ノJ< WJ 11\1と発病状川はFig. 29-} 

に、 1!l�殺出ï L域を川いたj劾合の市II� *はF i g . 29-2 に 、 それぞれぶした。

殺保i L:..t袋をJHいた泌介、 j甚水処旦U WJ↑IUが10 r 1から1 50 1 Jまで発病株主宰は

100 %をぶしたが、 発病j交はもJ.f水則|聞が3 0 rlになると急激に低下した。 そ

の後、 発州j交は処):111 1 1数の地JJfIとともに徐々に低下する傾向が認められた

が、 15 0 11処月JIでも3 2 .5と比較的，::;)かった。 - )j、 1!l� 滋ノk区では12 0  f 1処

理まで100 %の発病株半を示したが、 150 Il処則になると80%の発病株半
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Fig. 29-1. Effect of submerging treatment on occurrence 

of root tumor of melon in sterilized soil 

infested with the pathogenic 泣旦2tomYCe� sp. 

口:percentage of diseased plants， 

図:disease severity. 
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Fig. 29-2. Effect of submerging treatment on occurrence 

of root tumor of melon in unsterilized soil 

infested with the pathogenic 泣f盟主盟主主鐙 sp.

口:percentage of diseased plants， 

陸:disease severity. 

まで減少した。 また、 発病度は湛7k処思区とIlïJ僚に3011処坦で急に低下し、

その後処理JUJ 11\1が長くなるにともない減少傾向を示した。 しかし、 150日

処J!Uでも発病j兵力� 20 . 0を示す発病が認めれれた。

供試t壌にm�殺菌l二境を月jいた場介、 溢水処到!区では120 日処理まで発

病株主存は100 %であ ったが、 その後15 0 []においては30%と苫しく減少し

た。 また、 発病皮は10 1-1処理で60.0を示した後、 処理期間の増加にしたが

い低下する傾向がみられ、 150 円処理では7.5 まで減少した。 一方、 無湛

水区での発病株率は30[:1処理までは発病株半100 %であ ったが、 60 H処理
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からわずかに減少し、 150 11処却では20%まで低ドした。 ブ� �J)，í J交において

も、 処地1 I日jには52.5であ った仙が10 11処土'JIで30.0に低ドした後、 11数の粁

過とともに減少し、 150 11処理では5.0 となった。

第8 tm 考 狭

'般にl�峻州主の発Ilミは -t.tj rllの病)J;i的の純度に在イ7されるが、 その被

者の程度は幽密度の増大と比例して的大するとは似らず、 また、 発病に至

るー的密度は病}j;(的の極�:Ciにより絶対数にかなりの差wが存花することも矢n

られている1 ø 4 )。

本試験では、 まず、 J，I，�ボク土とI!T 版の床l二を川いてj実情t境へのがんし

ゅ病的の後極的民と発病状況に ついて試験した。 後極的量と発病との関係

をみると、 約10 1 C f u / m 1 �lcl潤よ援種区から発病したことから、 1 m 1の栽培

l二域:liりおよそ10 cfu以下の的民での発病は非常に凶難であると考えられ

た。 また、 高��度後極では帰種したメロンの出穿後のいいIl�f Jtrjから立砧を

足こし、 その幽監と立川の発生程度は栽地上壊の極):J'íによりかなりの相違

があるものと忠われた。 すなわち、 思ボク土では約103cfu/ml湿潤上の接

極区で最も激しい発生をみたが、 それ以上の的昼の接種区では菌密度とが

んしゆがjの発病との聞にi明確な関係は認められなかった。 このことは、 播

極20'""25日後頃から激しい立布ii症状を呈したために収系の発達が著しく抑

制された結栄であろうと考えられる。 また、 市販の床!こでも後種菌鍾が約

103cfu/ml 湿潤上区で以も激しく発病した。 しかし、 それより接極的民が

増減すれば発病皮は低ド傾向を不し、 '"11でもが] 10Scfu/ml�H淵上区以上の

接極では発病皮は著しく減少した。 このこともい!織に、 |高濃度の幽接屈は

こぶを形成する以上にメロンの生育抑制を指くためであると忠われる。 本

試験にj行いた県ボク仁は市販の床上ともに拍境仁にj瓜するが、 上境p Hに

おいてもやや異なっているように、 実際の栽I白仁泌の諸性質が発病に大き
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く関与していると考えられる。

以l�のように、 メロンがんしゅ州|坊をL峨出不11によって俊純した場介、

本病は約101 cfu/ml 湿潤仁の的ほから発病がrlJ fmで、 約 103"， 10Jcfu/ml 

湿潤tまでは幽密度の地大とともに発病も激しくなり、 約10Scfu/mlM潤

土以上の菌11になるとメロンcl体の生育抑制による影響のjjが強く現れ、

その結梨こぶの形成は低下するものと毎-えられる。 なお、 本試験は後極的

密度をJ'l1にした試験のため、 よ域qlでの践的的の密度がどのように推移し

ていくのか、 その1t)J I何の検討が必要であり、 そのための病以的定i止法の確

立が望まれる。

土境病原的は適温において1M久�lから活性引に移り、 上域rllで!肉生的に

増殖して'fYJ主他物に後近するが、 この場合多くの的のt境巾での閥生白<j )主

育適dldは病室の発乍の適温であるとされているl d4io メロンがんしゅ病の

発生と上場温度との関係において、 本病の発生は上土産温度の上昇とともに

発病が激しくなり、 とくに、 350Cの高温下での発病が巌も激しく、 200C以

下では発病はl経滅されることが明らかとなった。 また、 高出下では形成さ

れるこぶ数も地加する - jj、 こぶのj肥大も迷いものと巧ー えられた。 しかし、

第4 ì;îm 4 trìiでI切らかなように、 メド病)J�1脱線的は2 7'" 3 5 oCにおいて生行が

よく、 生育最適瓶皮は300C tiíJ後である。 このことから、 300C前後が病告発

生の適温となるのが一般的な凡解であるが、 本試験の結果では350Cの高温

城において発病が激しくなる傾向を示し、 病原的の培地上での生育適温よ

りやや向いように忠われる。 このような現象は、 ムギ類、斑点病において菌

の発育は220C付近で良好であるが、 病気の発生は土境iltii皮が280Cで多くな

る事例が知られており、 これは上境温度が的に直後作川せず、 ムギの低抗

性を弱めるためと寄えられている3 3 ) 。 一方、 門凹4 7 ) はメロンの桜の生

長に最も適する土境温度は340Cであるとしている。 したがって、 350Cの上

壌温度は病原版線的の増殖にも比較的適している条件であり、 さらに 、 メ

ロンの似部の生育にはほぼ最適であるため、 発病もより激しくなるものと

思われる。 すなわち、 本病原放線菌は宿主内部へ活発に侵入して組織を冒
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すのではなく、 感染川悦よりザí l�の柔組織のN1 '1:. を誘1; 1してこぶ来Il *ì告を形

成させると片えられることから、 より激しいづ� �ljJはid 1::の瓜抗刊の低ドよ

りも、 むしろ感染組織での剃" J自分裂が日発に行われていることが必盟条件

となっているためであると雌測する。 別地でのメロン状地は 一般に マルチ

栽併を行っており、 とくに、 与作(促成栽地)では地出の仁Hを[ 1的とし

て行われている。 しかし、 定舶が逝くなるにしたがい地i1Jの佐保も 'ザ�Mと

なり、 300C以Lの -1:境制度となることも少なくないものと与えられる。 し

たがって、 このような条{午ドでは本病の発't:. も - }ï;1激しくなるものと推察

される。 このことは、 本病の発生が{JflぷJ品川の11キWJに多く認められること

からも|切らかである。

!:峻p Hとの関係に ついて、 メド病は[�峻p Hが6.5"'7.0で発病しやすく

とくに、 p H 6.5ではぷ:しく、 また、 5. 5 以下の上壌p Hでは発病しにく

いととがlりjらかとなった。 - Jj、 本病JJ�t放総出iのI白地[--における生庁p H 

は4.5'" 10.0 と広いが、 本試験の結果ではp H 4.6'" 5.5の1::.境においては

発病しなかった。 このように、 実際に発病を認めたL:.岐p Hと的円身の生

育p Hの範凶とは省FWなったが、 hdも激しい発病をぶしたt域p Hは歯

の最適'I=.育p Hとほぼ - 放する結果であった。 すなわち、 本州はp H 6.5 

� 7.0 の範凶のj� J� p Hで激しく発病するが、 その範凶をはずれると発病

は比般的作易に低下するように!日われる。

ジャ ガイモそうか病的はp H 5.0以下のぷ天的地にはうifTせず14J\ そ

の病主は一般にp H 5.2以下の1:.境では発生しないとされているが1 4 9 ) 

- )jでは、 p H 5.0以ドの必駿性1-. J必でも発'1:が認められる縦告も存在し

ていた臼)。 川代ら1 Ll 9 )はそうか病催病塊茎から胞子鎖の形態が異なる2的

型のそうか病的を分縦し、 Ilbj -M-は生育p Hに対する反応にも迷いがみられ、

p H 4.6の裁情上壌で発生するそうか病は生内最適p Hが5.0 の低い菌汚J

の病以的によることを版告し、 その後、 それらの的型が遺伝的に類縁関係

が異なることを証明している1 48io このように 、 ジャガイモそうか病でも

発生と仁域p Hおよび病原的の生育p Hとは衝後な関係にあり、 むしろ、
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病JJ��の'1:育p H範り1:1外での発病はがJ JJ�i I半iの万1)の|半J )�Ilのι!t:を小|唆すること

さえも4- えられる。

上境病告におけるt .tj温度は、 -t 1袋詰J J交とともにその発'I:_に大きく影響

をおよぼすといわれている1 (J 11 1 0 �t峨?1J J.交との|共l係では、 �州はよ主的I� 1袋

の准ノk開始以のp F他を 2.4にしたi�治水分条件でidも激しく発病し、 そ

れ以ドのp F仙 1 . 8の多准ノ'k I�境、 あるいは、 それ以上のp F Mî 2. 7の過

乾似のI� 境条件では発�ljJ紅j交が減少することがlりjらかとなった。 また、 形

成されたこぶの大きさは、 t峨i�J t�が1" :1くなれば大引のこぶの，ljめる吉1)介

が.tt'j )JIIすることがノ戸i資された。

ジャガイモそうか病の発生には上場ノk分が省後に関与していることが占

くから矢"られており、 一般にiLJ油状態の1- J袋では発生は少ないとされてい

る( j ・ 7 11 I I 11 1。 さらに、 Lewis8Ø1は�tre�tQmyces �c�bi旦5がジャガイモ塊

茎に感染し得るのは、 土地主主のぷIÍÍ]の版総出iの笛j交に対ーするホIII的の比半が少

ないW) IIIJであり、 淑ったI�峨ではその比率が逆であったことから、 発病を

抑制するものは湿った仁境Ilrの細菌の抗抗作川であることをノJ-;; I唆し、 Ada­

ms and Lapwood2)も定査電顕によるジャガイモ塊茎長l而の鋭集結*から同

伎の��Ifr泌を得ている。 しかし、 一万では牧野8 �， 1 や矢肝らI ô I )は上泌が出

制な場介にもそうか紛が激しく発生することを認め、 谷川I 4 j )は病)J�iとな

る的併により?hJ J交IhH性がJ�なり、 それらはじ�j 併が生息するl�上自の員長大谷氷

量と泌く関係していることを心している。 また、 tU代らI 11 7 )は、 ジャガイ

モそうか病の虫症塊茎半は溢水開始p F伯を2.5 に r& Æ:した11与に坂も尚く、

p F 1 . 9 と2.2 ならびにp F 2.8 では有忘に減少し、 さらに、 潜水による

そうか病の|切除効栄はp H 5.4 の士域ではみられたが、 p H 6.5 の上域で

はその効果が認められなかったとしている。 このように、 土岐水分の発病

への影響はqlに上峨rlrの水分の影響のみでなく、 病原的の系統、 土.t� p H 

など、 また、 それらの変化にともなう微生物tl1の影響が複雑に関与してい

るものと考えられる。 しかし、 本試験では殺的した土境を供試しているた

め、 :I�境微生物の影響は少ないはずであるo W i 1 1 i a m s f.1 � 1 • Iらγ) は数倍
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2. 0 f日後F {u'iが殺�j L.t� 11'では L泌pのS t r旦Pt旦myc�s的を川いた試!験で、

川くても'1:. lJは減少するILfl I(J) ても、り低くそれよし、の[J寺に以も氏く生向

/ 先的した滋本試験でがんしゆがjがidも激しとを 凶作 し て いる。にあるこ

F ú[[が1.91i:0.25であI試験JVi WJ 11'の平均t岐p2.41正では、PA
 

水|井J !Jfì p 

1-.域ノk分に対する以j必の結発病状況はtにがんしゅ病的のる ことか ら も、

と!日われる。呆であろう

ヒ性の児な った5 t垂まず、� .t�の樋芳!と発病について検討した。J欠に、

発病は発病状 況 を比 l倣 し た 結栄 から は 、仁岐にがんしゅ病的. を後柏し、の
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1-. 峻p Hと発的!交とはf!1関係なお、発出ÁÎの関係と11 iJ伎の傾向がみられた。

本とから、このようなこの正のHII共jが認められた。( pくo . 05) 数はo . 85 1 

i二J� p Hの影響のjjがより�fi _fí:に別れていると判断し試験ではそれぞれの

に調整した児なっ( 6 .8 t峻p Hを11;1じ仙さらに、とから、このこた。

5樋のすべての上境で発病1-: j�において発病試験を行った結栄、仁性のた

組境tの仁で激しく、仁のノk日1 1:境とシルト質柏域発病はh古墳がみられ、

1 � t'l:にJi:L5111Jじこのように、1'. では若しくl附い発病であった。仁1Iでも烈ボク

ヒ性のよ皇とから、t j.ßであっても発病皮に著しい速いが認められるこする

tと砂の構成制作に粘く、いが本病の発病に直後に影響しているのではな

上I袋物そこ で、関係している他の安凶が関与しているものと考えられた。

{J�試 土 岐のhJ大作ぇjくほとの関係を 検 討したし、理性のうちょ境湿度にお目

における発
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い発病j交も低ドする似|勾がI認められた。 さらに、 それらの低ド;�IJ介は、 ibi

大作ノ'I<. 11が，'， 0いjjへ移動するjjがより緩やかなようである。 すなわち、 id

大特水11[の低いJ:土産は比岐的乾燥し材く 、 以大作ノKI止の尚い1: .t�と比べた

場合、 より発病が抑制される傾向がみられる。 これらのことは第4ぽiの結

果からも明らかであり、 本病の発病がお培t .t�の上境ノkのほと関係が淡い

ことを示i俊するものと与える。

Harrison28l は、 ジャガイモそうか病(common scab )では上峰ノk分が

悶場作ノ']<11の60%を必えると発生は作1I fljlJされるのに対し、 ジャガイモrus­

set scabでは111ì1場公ノ'K LJの50'" 60%以iこで激発することを出告している口

したがって、 メロ ンがんしゅ病における発'1:とl�境i�Q 皮との関係は、 ジャ

ガイモrusset scab での関係に類似しているようである。

以lこのように、 主要な上場原境に ついて検討してきたが、 これらの試験

ではすべて殺的した土域を供試しているため 、 実際の呪i也凶場の土.t-M '11に

おける微生物1'11に比べかなり巾純化された微生物+11ドでの試験であると忠

われる。

そこで、 j実情上境の1:壌消iiょによるみ;灼の発生状訓を検討したところ、

がんしゅ病の発病は他の土峻微生物によってかなり抑制されることが考え

られた。 本試験において無殺的ー上壌でも発病した上場は、 発病がみられな

かった上境に比べて微生物数が全極において若しく少なかった。 一方、 殺

菌-t .t�においてはいずれも発病がみられた。 このことから、 がんしゅ病は

北地t 岐を殺附することで発病が激しくなり、 上泌'1'の微生物数の減少と

微'l=.物本I!の単純化により発病は助長されるものとjUわれる。

先にも述べたように、 ジャガイモそうか病的の�，�染は塊韮長l函の利l的の

J古抗作川によって著しく妨げられることが不|唆されている2 8 G1 0 一般に、

S_t r_e p 七 0旦目立 s spp. の胞子は自然j二境� l'では発芽しにくい が、 その1-:.境を

殺菌することで良好に発jjするようになることも知られている出2 . 8 8 )。 償

イ丁のメロ ン栽情では多くがよ売店上場の消毒を実施していることから、 その

ような闘場にがんしゅ病的が伝，入した場合には、 比較的低街皮の病臥的に
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よっても作μに発病することが推封ざされる。 また、 本ぷ!換において1!日殺伝l

t J�でがんしゆがjが発州しなかったI�泌111には、 み: �IÀí }J; ( }jj_似l半iに対する引

先J)なれ抗微小物カi {/11":することも身えられるため、 今後は1-. JiQ微生物十!!を

4考慮した|切除法の検討も必民であろう。

汚染土ljの泌ノk処J!llと発病について検討したところ、 刻I也発生闘場の水

fI1化による湛水処JlUによっては、 一作の稲作では[-.lj 111のがんしゅ病的は

不沼化せず、 次作の後極源となることがゆlらかとなった。 ~店、 接種汚染

土岐を辿私して泌ノk処JI日した場合でも、 1 50! I Il日処JlHでも本病JJj-{脱線的の

完全な不沼化は認められず、 湛水処月!による発出)，; .jfIJ iI�J先J) *は低いようにjg

われた。 なお、 後極め染上境による試験において、 殺菌上境では溢水区と

無湛水区の!Iq処理[2{[日!に発病状泌とその推移に若しい相違は認められなか

った。 また、 殺出j上境と無殺的よ境の|山i処忠1!ぎ|出では発病!交の推移におい

て|寸伎の似!付をぶしたが、 いずれも溢水処耳目区のβがj!t� 泌ノ'kl互に較べ政し

い発病であった。 さらに、 無殺菌上峰での発病度は殺菌よ域に比べ全般的

に低く、 処理期間の地方fJにともなう発病の袋ili傾向が溢水処旦11区よりも無

湛ノ'kl乏の畑状態で著しいように忠われた。 このことは、 本州j反政線的の不

活化が、 溢水処理よりも、 知!状態で生息する上場微生物に影響されること

を強く示唆するものと与える。
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第1 2 1;'1: 総合4考 察

メロンがんしゅ州は、 1982イドに熊本県で初めて発凡されたL J..M伝染性州

主であるらγ 9bio その後の発生地はこの初発l立後から熊本山をqr 心に急淑

に!ムa がり、 そのう〉イIîはtに)L州地.tl!.Qが多く、 (也の地域ではllli矢u ]h�と伊Il :;jモ川

県の2リ14で、 1993年までに7以30 rI:î 1l1r村で確認されている。 また、 現地随!

場ではメロ ンの他、 キュウリとカボチャ台キュウリ\ j '2 )にも1， ïJ病の発生が

みられている。

本病についての発/との報行は比較的少なく、 詳細な発生I国平氏などはiりjら

かではない口 このことは、 本州の被27 状泌が似こぶ線山病の先生の特徴と

極めて類似しているために、 本病者に対する卜分な認、識がすべてのメロン

産地で得られているとは忠われず、 nl日病告が混同されて取り倣われている

可能性も与えられる。 さらに、 本病の発病は必ずしも他物の枯死に結びつ

くものではなく、 地上部の症状としては徐々にJ主角A が抑制されるのみで、

この初J0J症状を他・5宏、するには非常に注怠を裂する。 このことから、 収穫後

に似自I�を抜き取って初めて発病に気づくことも少なくない 。 このような発

生の特徴に}JI)え、 一般的には 「般にこぶを形成する病室二般こぶ線虫病」

といった認識が必く、 このことも本病診断の妨げとなっているためであろ

うと推測される。

本イ引先は、 新病主としてのメロンがんしゅ病の発見と病名の決定、 病原

としての脱線的のいj 店、 および、 その病原版線的ー と病苫の発生生態につい

ての州究成民を取りまとめたものである。 よって、 ここに得られた結果は

こぶを形成する病;主に対する認識を新たにさせるものと忠われる。

本州の発生の背民ーとして、 メロンの_，j&培係式の変化が考えられる。 たと

えば、 ハウスメロンとして広範凶に栽倍されている 6 アム ス 3 の1品種に

ついても各産地で多伎な作型があり、 1 'q::を通じていずれかの産地で栽泊

されていることになる3 '2 ) 。 しかし、 その作目!と栽情係式が必ずしもメロ
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ンあるいはその11111栂の特性に適合しているとは I言えず、 そのような状1/';で

はより適正な裁情管理が必要となる。 また、 メロン栽.tr'fはほとんどが施t没

統府のためlifi]場の移動も凶難であり、 このようなメロンよ支出ではi支出成皮

の忠化が起こりやすく、 不定性的な州当の発生も多くなる傾向がある。 さ

らに、 本研究における発病状訓の試験結栄からは、 メロンがんしゅ病的は

宿主に急辿にμ入して組織を激しく冒すという性質は比較的弱く、 条件j肉

生出i的性質が強いように考えられる。 したがって、 今後もメロンでは多く

のj実情日舶が分化し、 樋々の特徴をもった品純が合ー 成されることが予測さ

れるため、 j実情!日極の変遷につれてメロン病r�の発生係相も変わってくる

ものと出われる。

メロンがんしゅ州の初先を認、めた1982年には ‘健脚' への後木裁出メロ

ンで急速に発生が広がった。 ‘健闘I ' はハウスメロンの�-f- f円台木として宵

成された品種で、 つる書IJ 州には完全低抗性である9 8 ) ために急速に普及し

ていた。 その後、 栽培係式あるいは栽培J品種の変化にともない台木として

の ‘健脚' の使用が少なくなるにつれて、 巌初ほどのがんしゅ病の発生地

の拡大はみられなくなった。 しかし、 別在でも新しい発生地が毎年雌認さ

れており、 今後の栽培品砲の選定次第では徴発することも懸念される。

これまでに知られている植物放線菌病の多くは、 他物の地下部にそうか

症状を引き起こすものであった。 しかし、 本病は似部にこぶを形成する特

徴的な病徴を呈し、 他に例をみない脱線的病である。 このことから、 既知

の名問増生病とその病原機構を比較解明することなど、 今後の研究に興味

深いJ11が多い。

イメルiの州}J��体究!リj 過程において、 病)J;(体が生物性のものであることが切

らかになった後、 その病似体が特定できるまでに比較的長い期間を要した。

このことは、 現在では病原体が脱線的であったことで納得できるが、 植物

病原放線的の分離が他の微生物との関係上非常に困難であることを伺わせ

ている。 一般に病原菌の分離において、 分離泊地1�に高頻度で出現するも

のが目的とする病原菌であると考えられるが、 この病原放線歯の場合は必

-186-



ずしもそのように高頻度に分雌されるわけではなかった。

分離された病JJ;�放線l岩iの諸性質から、 本州]J� l政ra l半!はStreptomyceshnの

新組であることがIりjら かとなり、 その1・:r- f，を Streptomyces tuberis とし

たいと考えている。 すなわち、 本病JJ;i的は198 6年まで主c ti_n旦SQQ_r呈llg i u mと

称され、 その後Strepto !!LY♀巳5に 移 行 された的ー 昨 2 ø . 2 1 )に分類されたが、 |同

属的に含まれている樋の中には、 本的ーに該当する植は存在しなかった。

三tr旦Eよ旦m，y_c皇室 属は 1，300を起える命名植を有する放線的1&大のj珂1 Cl"( )で

あるが、 このように多数の樋が作られたのは沌業Lの必要性ばかりでなく

元々の分類体系と|叶定jJ法自体の問題であるといわれているう2 ) 。 このこ

とから、 1964 年にはこの属の 分�:!1を凡l立す 目的で、 Internationa1 Strep­

tomyces Project (1 S P )が発足し、 1 S Pでの研究結栄は Interna-

tiona1 Journa1 of Systematic Bacterio1ogy に順次財載され123-1271

1974年の Bergey' s Manua1 of Determinative Bacterio1ogy 8版(以下

Bergey' s Manua1 8版と略記する)にも収り入れられている1 1 1 )。 さら に、

このようなq1で、 1980年の細菌学名ポitgリスト1 :J 1 ) では 34 2極の 三主E旦Q-

七旦!!!yç_e� が射14えされ、 その際、 日本でも大きな被 苫 をもたらしているジャ

ガイモそうか病的は不佐定極とされている。 その後、 1 98 311ミに Wi11iams

e t i!.l. 1 5 6 ) は数値分類によるStr旦目立町主主主属的の分 類体系を発表し、 その

考えは1989年のBergey' s Manua1 of Systematic Bacterio1ogy， Vo1ume 4 

1 5 5) (以下Bergey' s Manua1 Vo1. 4と略記する)に採用されている。 し か

し、 第4章でも述べたように、 その分類書では極の同定を行うことは困難

で、 Journa1 of Antibioticsでは1989年以降も微生物名はBergey' s Manu­

a1 8版の種名によって表すことが指定されているほどである.1 5 ) 。 現在、

日本欣線菌学会でもこの分類書に基づく種の同定手法の検討がなされてい

るが、 未だ確立されていない。

方、 1989年にLambert and Loria71)は、 不佐久�極とされていたジャガ

イモそうか病的をWi 11 i a m s �t .ù. \ 56 ) が数他分類したクラスタ一種と同

定を行い、 新極としてStreptomy旦旦� s主主hl主主を同従業した。 また、 同僚の
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|司定試験によって、 酸門: t�場で発病するジャガイモそうかj，Ájほjを新悼のs . 

主cidi�c呈bie_â と命名している( ;: ) 口 さらにその後、 1994年にはBergey' s 

Manual of Determinative Bacteriology 9)坂j 6 ) がIH )�iされた。 しかし 、

このマニュアルには、 Str_(;QtQmyc巳� h� [泊の純としてßergey' s Manual Vol. 

41 5:' ) に記載されているmajor culusterのぷだけが財I�たされているのみで、

種の記載や同定については解説されていない 。

そこで、 本論文には ノJ\していないが、 Bergey' s Manual Vol. 4の major

culusterを特徴づける50 Jf{ r 1の性質についてメロ ンがんしゅ病的ー で剥べ、

Lambert and Loria7' '(2) に準じWilliams et (!1.1らら) の分数群(クラス

タ一種)とfll似皮( 1ji純Jtイj 度係数)の算UJ，を試みた。 その結果では、 本

病j京脱線的とc1uster group 39 (�. 10旦gi� p旦f立_f l_Q_y ll� )との聞に75%の

相似j去が得られたが、 Wi11iams �主主1 . 1 � 6 ) は単純Jt fj度係数が少なくと

も77 .5 %以i二のものをcluster group として分���していることから、 r，ltl省

は同ーの分類併にj話するものではないと判断される。 このように 、 本病原

版級以iはこれ らのクラスター組においても該当極は存在しないと与えてい

る。

本病Jj;(放線的の形態j形成の特徴は、 Retinaculum-Apertum型1 1 II ) の胞子

鎖と疑似胞子袋の形成である。 とくに、 借地上での疑似胞子袋形成の特徴

は、 ノド病原菌の同定過程において重要で、 本病の診断にも大いに役立つも

のである。 方、 本放線菌の上域中での生息坐態は明らかではないが、

般にL峻巾でのj波紋的の生長は遅いといわれている1 1ヨ}日 本病原放秘的は、

適温ドのI在地上では胞子の発易から形成までに約5 I1を要し、 その後は疑

似!胞子袋の形成へと進)L�することが!if]らかとなったが、 さらに、 市主の有

無と本的ーの上土産�pにおける生活環との関係を解明することが病原性発現の

観点からも重要である。

本州JJR }jý_線的は、 140倍のフエ ノール水で10分間処理した分離源を 50

ppm のカナマイシンを添加したLochhead and Chaseの似幽微生物川基本培

地� Ll ) 上で、 280C， 5日間培養することによって、 確実に分雌できる方法
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が舵\"/�された。 この分自(Ê rÄでの釣lネi IIf能な独心:のコ ロニーを形成する分離

狐11'の微'1.;.物数は、 フェ ノールノk 1!!�処j:11lの分離泌をカナマイシン)!\� 添加I 1['T 

地卜， で分自作した場介の10分のlから 1，000分のlの的111にな っていること

になるが、 処J!l!後の分自fÊ平板Iff地LではIH JJLする単独の脱線以jコ ロ二一数

のみが著しく地jJUし、 これに反し、 混入車!日以iのIH況はきわめて少なくなっ

た。 その結巣、 I.H刻した脱線的コ ロニーに含まれるがんしゅ病的の剖合が

高まったものと!日われる。 すなわち、 本分離方法における化学処理の効栄

は、 それぞれの処均により府地上に11\ 射する出入微生物を抑制し、 混人的

のコ ロニー形成によりががんしゅ病的の生育を経ってしまうという物均的

および生理的なw別問主を低下させる効果も大きいものと与える。

多くの放線医iは生活環のrl'で胞子の状態で'1:息しており、 その一部は休

眠していることが知られているI I 3匂 己臼) ように 、 �病j京放線的の胞子で

もm lth 1__で発芽しないものも認、められた。 さらに 、 本病原j波紋的ーでは10 ""' 

20%の胞子が休日l�状態にあり、 これらの休眠打破には0.025 %のドデシル

{流酸ナトリウム法液中での400C， 20分間の熱処理がイ'f �}Jであることが明ら

かとなった。 また、 この処用によるとほぼすべての休日民胞子の発芽を誘引

できることが証明され、 これは本病j訂版線菌の新しい効率的な分離万法と

定民法の碓・ 立に有効であるものと忠われ、 胞子の活性化処理を導入したが

んしゅ病閣の検出法についてさらに検討を進めているところである。

土壌中の脱線的ーの機能と生態の解明をrsn 'J'iしている原因の一つは、 -t 1:g 

rjlのj武線的性，( 1交をm慢する手法が存1EしないことにあるいわれているI ø ô )。

代長的な植物病原放線的であるジャガイモそうか病的においても、 選択培

地としてT C N 1白地B 9 ) が報行されてはいるが、 本的による|却場の汚染程

度の予測には使用が凶難でI 1] 6 )、 本店地を用いたそうか病閣の動態に関す

る知見はほとんど得られていないとされている5 .!] ) 。 したがって、 メロン

がんしゅ病的のk壌的密度の測定法の開発は早急な課題と考えられる。

み;病は新組の政線菌による特有の病徴をïJミす病害であるために、 その病

徴の発現篠相はまったく不明であった。 そこで、 これらについて検討した
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ところ、 本病の消伏JUJ I日jはがJ11'"'-' 1411で、 こぶの形成は似の分岐白ISを111 心

に進むことが|りjらかとなった。 また、 づ� �Iりf�J )丘にはメロンの'l=. ff状泌が|刻

与しており、 とくに、 似系の形成状況が影響しているように与えられる。

すなわち、 帰組40'"'-' 50 II後までのメロンが政しく発病しやすかったことは、

この時期のメロンでは版部の発注が著しく、 発般が活発に行われるために

J ø J )、 こぶ形成のr!J 心となる分岐部が多く生じる結以であると推封ざされる。

さらに、 このような般系の形成時期は服部組織の細胞分裂も活発であり

病原菌の感染後は比較的容易に地生組織が形成されるものと忠われる。

方、 本病原脱線的はメロンのJ]モ11�1!、 茎および栄柄の組織に)J日大や亀裂を引

き起こすことが明らかとなった。 この現象は本的の病JJ;=t 性の検定とメロン

の品極低抗性の検定に利)0できるのではないかと考えている。

催病メロンにおいて本病原版線的は般的のいたるところに存在するので

はなく、 とくに、 発桜にともなう桜の倣壊潟をli1 JL.\に集中していることが

明らかとなった。 また、 それらの的は組織内部へ深く侵入することなく

4良部組織の表間あるいは組織の表層細胞の間隙で増殖して柔組織の増生 ・

肥大を誘引していることが示唆された。 一方、 こぶ組織は桜の内皮， 内鞘

および皮層の柔組織に巾来する増生細胞組織より形成されるとともに、 こ

ぶ組織の一部の表層細胞が肥大することが明らかとなった。 こぶの形成部

位と病原菌の存在部位の飢終結以からは、 発根による根部の破壊潟t 7 t )が

病原脱線菌のtd-初の地勉部位であり、 これがこぶ形成の巾心部位となって

いると忠われる。 しかし、 病開放線的がどのような作用によって紋域滑に

集巾するかに ついては不明で、 侵入感染機備の解明の面からも検討を要す

るところである。

こぶ組織の形成には、 主に分校根の柔組織が増生 ・ 肥大するものと、

として主根の柔組織が増生 ・ 肥大する場合の2極のタイプがあるように考

える。 IJtr者は、 発桜後に分岐似の内l�ìi (後に前lド心柱を[銅む前皮層と前表

皮になる)の細胞分裂が異常に活発化され、 ある程度分校艇が伸長した後

に形成されるこぶで、 この組織内部には分校般を含み、 病原菌はこぶ組織
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付近の分校似のぷIÚÎとこぶ組織の長r(!Ïに七に 認、められるようになるものと

考える。 これにあIし後再は、 ほぼ発似と101 1I，lfに感染が起こり、 tWのえミ組

織の)'(常な地'1ミと)J日大によってこぶを形成するものと出われ、 この場合、

JE常に発似できなかった分校似が地生組織に封じ込められるために、 こぶ

組織内に不規則な配列の維管よね構造物が見いだされるようになるものと考

える。 また、 このようなこぶ組織ではわずかに発似した分校桜のぷr[!jに生

息する微生物もこぶ組織の肥大とともに巻き込まれ、 このためしばしばこ

ぶ内の維管よね構造物川辺のXlil織に微乍物の作犯をぷす染色結栄が何られる

のではないかと位t Í:象される。

本病が発生する作物は、 Ijíj .iiliのようにメロンの他、 キュウリとカボチャ

台キュウリ1 j 2 )であるが、 分高(Ê病原j次総出iの後極試験では7極のウリ科植

物を'11心とした5科1 6極の他物に広く奇生性をイ7することを明らかにした。

ウリ科植物では作物の位類によって、 また、 メロンでは栽培品極によって

寄生刊の科皮も見なり、 これらのことは栽併する作物と栽培品種の選択が

本病の発生に大きく関与することをJ示唆している。 さらに、 ウリ科値物以

外ではトマトとヒマワリで激しく発病し、 hfil場でのr!然発，I=_ も懸念、される。

よって、 このような本病原菌のが5 )民性とm 1ミ範凶の試験結栄を踏まえた上

での輪作体系の組立が、 土域rjrの病原幽hlの抑制のためにも重裂であり

本病の防除対策としても有効と考えられる。

本病発生の上壌環境のqrで、 発病に必要なよ峻rtrの病原菌単は比較的少

量でもよいが、 その的民は上場中に 一般に生息する微生物によって影響を

受け、 :仁左長微生物1'11の単純化は発病を助長するようである。 また、 本f�íは

350Cの上壌温j支で激しく発病する高嗣性の病'占であり、 発病に巌適な士，t_g

p Hはq.J性付近であった。 さらに、 J�境水分も乾燥土境より適度な水分の

存在下で発病が激しく、 異なった土性の栽出土樋での試験でも、 その発病

程度は土境の有する水分特性と移民く関係していることが明らかとなった。

すなわち、 このような本病の発病に好条件の 土 j袋環境はメロンの 生育にも

最適な栽情環境47 1ØI.139) となっているように忠われる。 また、 .-I.� .tjl中
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での本病JJ�t J次総出jは溢水処思!では死滅することはなく、 むしろ、 畑状態の

仁場微生物が不沼化に関与ー しているようである。

1 89 1年に病JJ�的がLifJらかとなっているジャガイモそうかがJは、 刻印でも

難防|徐病害とされている。 その翌日rllとして前にも述べたように、 t.t� '11で

の病原的の定民法および動態追跡法などの基礎的研究手法が維・ 立されてい

ないことに加えて、 述作による生産)J低下を補うための有機質， りん酸質，

石灰質などの資材の投入と栽指土壌の天地返し， 深耕， 客上などの上墳物

理性の改善、 すなわち、 述作降'占凶;m対策が逆にジャ ガイモそうか病の発

生を助長する結巣となっているI 2 I Iことが大きな長凶であるといわれてい

るら4 ) 。 メロンがんしゅ病の発病も、 メロンの生育がflT:盛な時期にとくに

激しくなる傾向にあるように号- えられるが、 このような発病環境の特徴を

把促することは、 本病の防除技術の佐立において必要不可欠である。

以上のように、 メロンがんしゅ病の発見から病原体の究明 、 病原的ー の諸

性質の解明とその同定、 病原欣線的ー の分離万法の佐\'，:、 ならびに 、 病徴の

発現および本病の発病環境などを解明した。 本病は発生のHf*が浅く、 今

後の研究課題も多いが、 本研究結栄はが「病害としてのメロンがんしゅ病の

発生を特徴づけたものと者ー える。

さらに、 本病の防|徐技術の確立が問題となることは民業生丘上当然であ

る。 本病の防除対策としては、 これまでに土境くん恭剤処理の効以が高い

ことが確認されていた91 93 96) 。 また、 筆者らは、 分離幽株後極上境に

おける栽I音試験の結果、 T P N斉lJの准注の効裂が|古いことを示唆している

6 ø 6 1 )。 しかし、 土岐くんぷ斉lJは上境r-j�の全微生物を死滅させてしまうた

めに、 健全なt境微生物相への回復にII，J間を民し、 その後土上虫病j点的が侵

入した場合の長延と、 本試験結果でも明らかなように、 不十分な殺菌処理

がもたらす がんしゅ病の激発が予測される。 一方、 耕極的防除法では俵木

裁情における台木の選定があげられるが、 分離的株によるJ友樋試験の結果

では、 本病原放線菌はウリ類の多くに寄生性を有していた。 しかし、 作物

の極類， 品種によってかなり発病程度に足達が認められることから、 品質
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低ドをきたさないような催良川純の選定、 子?本の市Il介せなどで被'，t� [IfJ ，ìlliに

イj効となりれ}ることがJVJ 1与される。 さらに、 辿作を避けること は 、lj然必�

であるが、 ぷJr-'T施I没などのJ.��から別実には極めて|本|維を{下なうのが別状で

ある。 また、 ノk川のメロンj実情では川知l輪換が 毎ーえられるが、 本試験結*

に示したように、 一作の稲作による溢水処理では発病抑制のがJ*は期待で

きないようである。

他物病2jに|刻うする収総出j �丙のflfi知は少ないがI '( 
I 8 2 '( ・ 1] 3 I j :， )、 j在年

の栽I日係式の多様化にともなう特定作物の% [11法的化と辿作よ文明の結果、

放線的ーによる作物の服部w常症の発11ミが若しく[�:j -..JLち、 これまでのがi当と

の出乱によりその対策に苦胤しているI �l S )。 一点、 M近では病則的に対す

る砧抗作川の特性の飢J.'.{.から、 脱線的の機能と役割が注目されてい る。 こ

のように、 脱線的の炭業生産におよぼす影響が見直ーされ、 その研究の重要

性が増加しているにもかかわらず、 他物放線|泊病の研究報告は数少ない現

状にある。

このような状況のr!rで、 新病室としてメロンがんしゅ病の発生が佐認さ

れた。 これからの益々の農業技術の変革により今後も本病のような脱線菌

病が問題化することも卜分に考えられる。 したがって、 本病の発坐と本研

究成栄が植物脱線的病への関心を高める発端となり、 また、 メロ ンがんし

ゅ病の制御技術の開発に寄与できることを則待する。
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fl通 �

1982年3 Jj 熊本以球燐科目錦町において、 こj� {起j戊よ支出のアムスメロンとコ

サックメロンの台木である鎚胸lメロンの似部に、 こぶを形成する原凶不明

の 新しい病;17 の 発生が初めて確認、された。 本研究ではまず、 こ の 州出 の 病

原体究明に始まり、 病JJj{体がJfl線医i の ー極であることを特定し、 病原放線

的の分類学的性質を調べてその所属を|りjらかにするとともに、 病)J�i幽の形

態形成 の 特徴を観察した。 また、 病院(的 の 舵�な分自(Ê jj法を確立し、 さら

に、 胞 子 の発 芽 状 訓 と 休 眠 状 態 の 胞 子 の 活 性 化 法 を 検討 した。 - Jj 、 本 病

の病徴発現の特徴、 権病線での病原r;iÎの伝在部位と組織学的変化、 および、

病原脱線菌の病原性と伯主範凶についての試験を実施するとともに、 本病

の 発 生 に お よ ぼ す 上 域 環 境 の 特 徴について 検討 を 加 え た。 そ れら 一 連 の 研

究結果は、 以ドのように要約される。

1 . 発生の経緯

1982年の初発確認後1986年までは、 熊本県， 宮崎県， 長崎県， 大分県の

各メロンj主地をql 心に発生がみられ、 熊本市( 1984)と鹿児島市( 1986) 

ではキュウリ杭培でもみ;病 の 発生を佐認、した。 そ の 後 の 発生地は熊本県で

年々新しい悶場を椛認したほか、 1987年からは高知県で、 1990年には神奈

川県においても発生が確認された。 このように、 1982年から1993年の聞に

7 UI� 30市町村において本病の発生が認められた。

2 . 病徴

地上部の病徴は本闘移植後から生育が徐々に劣り、 日中萎凋し、 とくに、

激しい場合は着巣初期に枯死する。 地下部では、 般に円色~淡褐色の表面

が粗慌で微細な隆起をともなう直径1 � 15mm程度のこぶを形成し、 また、

数個 の こぶが融合して典型的ながんしゅ症状を単する。 病状が進むとこぶ

組織は褐色~黒褐色に変り、 コルク状となり、 腐敗して刷地しやすくなる。
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こぶは似に制1) 'I=.した状態で形成が進み、 とくに、 分校似に形成されたこぶ

は、 j肥大とともに1:似に十J- /íしたように明大することが特徴である。

3. 伝染性の縦i認

4: �I与は発注 -t 1袋ならびに被;if似のこぶ組織によって'奔幼に伝染rrI fmであ

った。 しかし、 その伝染性はオートクレ ーブ処理で完全に問i;ijされ、 また、

5 %アンチホルミン液の3分IHJ処.BHにより伝染)Jの低FがJ必められた。

4 . 病)JS( {.本の究lり!と病名

メロン似計I�の形成こぶから和11 I泊を分離し、 分離的のl極をメロンへ戻し

後極した結巣、 111]じ症状をIIJ JJLすることができた。 この分離菌株はグラム

陽性で、 ジャガイモ半合成法夫I白地Lで剥11 r&Î状のl型い コロニーを、 アルブ

ミン寒天沼地!こで糸状的状のコロニーを形成した。 これらの特徴から、 本

病JJ�t的はj波紋出j臼に分瀕された。 本州はメロンのが「しい病主であることが

明らかとなり、 病名を “メロンがんしゅ病( Root Tumor of Melon) " と

命名した。

5 . 病原脱線的の分類学的性質とそのJ9r J� 

本)R線的は真正の的-糸を作り、 基生菌糸は断裂せず、 的政， 分生f-Jおt，

胞子袋は形成しなかった。 しかし、 疑似胞子袋を形成し、 胞子は気的糸中

にRetinaculum-Apertum ( R A)担の胞子鎖として形成され、 その色調は

灰色系で、 j胞子ぷ[自iは ち11:滑であった。 また、 全的体qlにL L mlのジアミノ

ピメリン酸を合み、 来Illl白壁型I型にj瓜した。

t旦旦yce� J扇にJf]�することが1V1らかとなった。 がんしゅ病的の生育は、 社i11度

2 7 � 3 5 oC， p H 6 . 5 
� 7 . 7でとくに良好で、 Dーグルコー スほか1 3極の炭素

化合物を利川したが、 Dーマンニトールほか3極は利川しなかった。 メラ

ニン綴色素と疏化水ぷのj宝生、 キサンチンの溶解は認められないが、 ゼラ

チンの液化， ミルクの分解， スターチの力n水分解， 硝酸塩の選元， リンゴ

酸石灰の溶解は陽性であった。 また、 食塩|耐性濃度は4 %であった。 さら

に、 L児矢11の近縁的組にがんしゅ病的と同ーの性質を示すものは認められず、

c e s Jmの新極であると判断された。 よって、 メロンが
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んしゅ病的をStr旦pt旦mY��â tuberis sp. nov. と命名した。

6 . 病原版秘的の形態形成

胞子の発!Jは、 280CのI庁長条件においてI庁長31時間後から始まり、 24 n，Jj 

間後までにはほとんどの胞子が発芽した。 j泡fは発i.J:がMìまるまでに膨潤

し、 発芽管は胞子の1"-' 3箇所から生じた。 店長2 4 '"'-' 48時間後には発牙管

は菌糸に発達し、 分自立 ・ 増慰して基生出i糸体を織成した。 また、 その菌糸

先端はやや膨大して気的糸となり、 フ ック状を呈した。 721時間後には気的

糸はさらによくなり、 フ ック~オープンループ状の形態を心すようになっ

た。 附設5 11後までには、 気的糸に隔唱の形成が始まって典型的なR A J型

の胞子鎖が認められるとともに、 これらが絡み作って疑似胞子袋の形成も

始まった。 その後はI店長H与問!とともに疑似胞子袋が地加して、 胞子鎖が減

少してい った。 10 IJ後七111になると成熟した疑似胞子袋には粘液状の物質で

復われたものもみられ、 14"-'21日後以降では粘液状の物質で護われた基生

菌糸体仁に疑似胞子袋， 胞子塊およびわずかな胞子鎖が存.(Eする状態とな

った。

7 . 病原脱線的の分離方法

混入細菌を抑制させるための分離源の前処理は、 140倍のフエ ノールノk

溶液の10分間処邸で効米が高く、 分離I白地への添加抗生物質は、 5 Op pm の

カナマイシンが最も有効であった。 分離日j基本Jì-t liliは、 Lochhead and Ch­

ase の般闘微乍物用基本培地( B 借地)が最適であり、 I吉長II数は5日が

良好であった。 これらを併用した分離法を構築し、 その分離精度の実証を

試みた。 その結巣、 B J白地J-_での無処理区から分離されるがんしゅ病菌は、

7サンプルrlr 3サンプル(42.9%)から分離され、 出現放線的の12.5%を

主め、 1 シャ ーレ当り 0.3 菌株であった。 これに対し、 本分離法では供試

した全サンプルよりがんしゅ病的が分離でき、 出現放線菌rj.::jの割合を71.2

%へ増加させ、 さらに、 1シャ ーレ当り80.6的株のがんしゅ病菌を分離す

ることカミできた。

8 . 病原放線菌の胞子の発芽とその活性化
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280C， 1 4 II IIIJ防長による)f� Jぷj胞子(新'l=. 胞子)と28 oC， 2 8 1 1 1 UJ 1庁長後5

oC， 28 11 1111似存した胞子( � II�主胞子)のいずれも、 その発よrは280Cでl(ý j_� 

3 IkfF IHl後から他認された。 新'I=. J胞子では発見するほとんどの胞子がI庁長24

I1寺山以内に発芽した。 しかし、 冷j誠胞fでは比較的JI= 1けJ �品開Jで、 対l白発芽

率に迷するまでに新生胞子より約1 '"'-' 2 tJの遅延がみられた。 胞子の発#

半は新生胞子で84.0'"'-'87.0%、 冷f或JrLi (-で81.2'"'-'83.3%をぷし、 約10"-'20

%の未発 芽 胞 子 が 存在した。 -- }j、 40oC， 20分rm ))[!熱処理した胞子では、

1出処王111区の110.0'"'-' 115.1%のコ ロニ-形成ギを示し、 未発芽胞子の発芽活

性化が認、められた。 さらに、 胞子治性化剤との併川処月[ (40 oC， 20分)で

は、 0.00625'"'-'0.0 5% のドデシル硫酸ナトリウム(S D S )、 あるいは1

"-' 2 %の酵りエキスを加えることにより発症の活性化が認められた。 とく

に、 0.025 %のS D Sではコ ロニー形成率を熱処理のみの121.2 %まで増

加させた。 これらのことから、 本病JJS{ 1.波紋出j 胞子には休眠状態にある胞子

が 含 まれていることが|明らかとな った。 また、 その休日民打破には0.025 % 

S D S 治械による40oC， 20分間処理が巌適で、 この処理によってほぼすべ

ての休|肘胞子の発芽を活性化できることが示唆された。

9 . 病原版線的後極によるメロンの病徴発現

株元上場にj荏注t安値したメロ ンと汚染上域に播位することによって後極

したメロンでの本病の潜伏JUJ聞はが011'"'-'14[1であった。 t醤極後こぶ組織は

ー似と一次分校似の分岐部にぷー初に形成され、 その後、 さらに両次の分校

恨の分岐部でも認、められた。 形成こぶ数は、 帰種42 1l後七点までは若しく増

加lしたが、 49 1 j後引からは新しいこぶの形成は減少した。 また、 催病メロ

ンでは措極49 il後までに、 草丈で約40%、 栄数で約15%の生育抑制を受け

た。 後樋時のメロンの生育ステージと発病との関係では、 J醤樋後14'"'-' 2 1日

齢の僚組メロンで最も激しく発病し、 それ以仁では))1 ! 齢とともに発病が軽

減された。 一方、 本病原放総出iはメロンの地上部位においても、 後樋組織

の形態疑常を起こす病原性を有した。 さらに、 その形態異常の発現は阪朝11

で最も激しく、 次いで茎、 美ー柄のI1闘であり、 胞子より的糸町主溺液での後値
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の万がより似去に別れた。

10. 催病似における病院i J政線的の存{f:部位と組織学的変化

こぶ組織はtに似の分岐部を111心に形成された。 1'1然発'I=.こぶの組織りj

片の光顕在日終では、 こぶ組織のJÆI自在日分とぷj支の制111抱Itl1 I郎、 ならびに 、 桜

とこぶ組織の境界部分において応部的に微生物の存(I:をぷす染色郎が認め

られた。 こぶ組織内では維管点構造物の周辺組織と分校根の表層に当たる

部分で!日j係の染色白ISを認めた。 病j反政線的後極によるJ催病似の定査屯単J1観

察では、 増刷した病j瓜的はこぶのぷIt行部分、 すなわち、 長皮の夫前iおよび

分校恨の発般により皮)00が裂けた倣峻潟の内!交のぷ1mで位認、された。 しか

し、 こぶの表皮から館山したイボ状の柔和l繊細胞の表!自ではほとんどみら

れなかった。 また、 それらの病原j皮線菌はこぶの表層の1"-'2)国目、 すな

わち、 剥離!刊の表皮やj支jgの長而とそれらの細胞間隙においてのみ存在し

た。 形成こぶの多くは組織内に分校級あるいは維管点構造物を含んでいた。

こぶ組織では、 恨の内j支と内鞘、 および、 皮居の内側IJ 部分に山米する柔組

織あるいは維管束構造物の周聞の柔組織が増生していた。 さらに、 こぶの

表層部分の細胞は肥大していた。 それらの肥大細胞はこぶの増大にとも な

いこぶの表皮(恨の表皮， 件J J支あるいは分校似のlirj表皮)を倣り、 こぶの

表面は肥大細胞が滋出した係fliを呈した。

11. 病原放線的ー の病JJ;(性と11'rj主範凶

本病j京放線l埴は、 ウリ科ではメロン， キュウリ， スイカ， カボチャ， ユ

ウガオ， シロウリ， ツルレイシに対して寄生性を有した。 とくに、 キュウ

リとシロウリに対しては供試した3的ー株とも全試験ですべての供試品種に

発病を認め、 強い病原性を示し、 次いでユウガオで激しかった。 一方、 メ

ロン， カボチャ， スイカでは、 試験(後種)方法と菌妹、 品種によって発

病しない場合も説、められ、 巾でもカボチャとスイカに対する病原性は他の

ウリ科他物より弱いようであった。 ナス科ではトマト， ナス， ピーマンに

対 して 寄生性を 認めたが、 その病原性は比較的必かった。 その他では、 ハ

ナヤサイ， ホレン ソウ， フダン ソウ， ゴボウ， ヒマワリ， チシ ャに大ナして
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寄付:_ I�'I:を ノJ\したが、 フダン ソウとヒ マワリ以外のい物に対する州JJ;t f'l:は非

常に必かった。 このように、 本病以波紋的・の的ì: t(l'!物としては5科1 6 f'llの

fuÏ物に寄生刊を認めた。

12. 発病と上場環境

発病と後樋的屋との関係では、 がJ 5 x 1 0 3 C f u / m 1 �h�潤土以上の以J 1止をiU

和接種した以ボク上のメロンは、 {番組後25 rJ Uから激しい立f1fîが認められ

た。 しかし、 後樋的屋による立柿の程度はよ支 持't L境の種類によって見なっ

た。 発病(こぶ形成)に必要な接極的民はヰ完治上峰1 m 1 �íり約 10cfu以上

であり、 約 103� 104cfu/mlでMも獄しく発病したが、 約10Scfu/mlでは

発病は低下した。 15 � 35 ocの土壌出皮では、 本病の発生はt .t�温度のl�鮮

とともに激しくなり、 350Cのl育訓でほも激しく、 200C以下では軽減された。

土境p Hの彫轡は、 p H 6.5�7.0 でとくに激しく発病し、 6.0 と7.5 で

はやや低ドし、 5. 5以ドでは発病しなかった。 �-:.腹水分との関係は、 港ノk

開始のp F 1Ir'1が2.4区において最も激しく発病し、 次いで多滋水土l�での

p F 1.8区、 過乾燥土境のp F 2.7 [互のI1聞に発病は激しかった。 発病にお

よぼす仁性の�響では、 同じよ性の供試土岐聞で発病が著しく異なり、 士

性のHI速が|立法的に発病に彩響しているのではなく、 そのよえlr'i _:t境の白ー す

る水分特性が密接に関係していることが示唆された。 土境消毒との関係か

らは、 本病の発生は続出土I裏付lの微生物数の減少と微生物，j;lfの単純化によ

って助長されることがrifJらかとなった。 汚染土壊の湛水処理では、 現地発

'1: IJI11場の水口l化によるl作の稲作では病原放線的は不活化しなかった。 ま

た、 後樋汚染土岐の溢水処理!では、 150円聞の辿続処理でも本病原脱線菌

は完全に不沼化されなかった。 これらのことから、 本病原j武線的の不活化

には州1[状態で'f:_息すると域微生物の;彪響が豆長であることが示唆された。
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